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みんなで、祖生のこれからをつくっていく 「祖生農村 RMO」 

九月を迎え、日中にはまだ暑さが残りますが、朝夕の風や稲刈りの景色に、秋の訪れを感じる頃とな

りました。季節が進むように、世界と祖生を取り巻く環境も劇的に変わってきています。今はまさに

時代の動いた幕末に似ているといっても過言ではありません。 

幕末に日本の近代化へ力を尽くした小栗上野介忠順は、こんな言葉

を残しています。 

「『どうかなろう』という一言が、国を滅ぼす」 

「そのうち何とかなるだろう」と先送りすることへの戒めです。今

の祖生でも、農地や草刈り、買い物や移動、地域行事や担い手のこ

となど、「この先どうしたらよいのだろう」と感じる場面が増えて

います。 

だからこそ祖生農村 RMO では、誰か一人に任せるのではなく、地

域にある人・組織・知恵をつなぎ、みんなで少しずつ“どうにかし

ていく”仕組みを考えていきます。 

 

小栗上野介忠順 
幕末の幕臣 

勘定奉行 

10 年、20 年先にも、美しい田園と里山が残り、安心して暮らせる。 

若い人や子どもたちの笑い声が聞こえ、笑顔で声を掛け合える祖生へ。 

 

理想は分かるけど、、、では、どうやって進めるの？ 
まず地域の声を聞き、現状を整理し、三つの部会で話し合い、できることから少しずつ
始めています。 

① 農用地の保全 

田畑・水路・ 

草刈り 

② 地域資源活用 

自然・農産物・

行事 

③ 生活支援 

買い物・移動・

見守り 

集会・聞き取り → 8/24・26 三つの部会 
       → 9/10 合同会議  

祖生のビジョンと「まずやること」へ 
新しい組織をつくること自体が目的ではありません。 
今ある人・組織・活動をつなぎ、できる人が、できるこ
とを、できる範囲で。そこから始めます。 

 
農村 RMO のめざすイメージ 

 

 

これからの予定 

9 月 10 日 

三つの部会の話を持ち寄り、 

藤山先生と今後の道筋を整理 

秋～冬 

農地・地域資源・生活支援で 

調査や小さな取組を進める 

年度末を目標に 

祖生の地域ビジョンと 

RMO 設立宣言を形にしていく 

 

 皆さんの「ここが心配」「こんな祖生にしたい」という声が、これからの大切な材料

です。是非アンケートにご回答いただき、ご意見ご要望をお聞かせください。 

 

祖生農村 RMO 地域住民アンケート 

― 10 年、20 年先も、安心して笑顔で暮らせる祖生へ ― 

左ページの地域おこし協力隊通信 第二号とあわせて、祖生農村 RMO について皆さんの

声をお聞かせください。回答は、今後の 3 部会の検討、地域ビジョンづくり、具体的な

取組を考えるための大切な材料にします。全部に答えなくても構いません。気になると

ころだけでも、ぜひご記入ください。（□にはチェック☑をお願いします。） 

まず、差し支えない範囲で  （お名前：        ） 

集落＿＿＿＿＿＿＿  年代 □39 歳以下 □40～59 歳 □60 代 □70 代 □80 歳以上 

「祖生農村 RMO」について、今回の通信を読んでどう感じましたか。（複数可） 

□ 初めて知った □ 名前は聞いたことがあった □ 内容が少し分かった □ 期待している 

□ まだよく分からない □ 負担が増えないか心配 □ もう少し話を聞きたい 
 

① 農用地の保全 ― 田畑・水路・農道・草刈りなど ― 

「特に気になる」「進めてほしい」と思うものに☑をつけてください。（いくつでも） 

□ 草刈りの負担を軽くしたい □ 水路・農道を守りたい □ 担い手・後継者が心配 □ 鳥獣被害

を減らしたい □ 荒廃農地を増やしたくない □ 作業を頼める・助け合える仕組みがほしい   

□ 農村景観を守りたい □ 農業者以外も参加できる保全活動があるとよい 

② 地域資源の活用 ― 自然・農産物・伝統文化・地域の魅力 ― 

「特に気になる」「進めてほしい」と思うものに☑をつけてください。（いくつでも） 

□ 農産物・特産品をもっと活かしたい □ 加工・直売・販売につなげたい □ 田園・里山など景観

を残したい □ 柱松など伝統文化を次世代へつなぎたい □ 空き家・古民家を活かしたい    

□ 体験・観光につなげたい □ 地域イベントや交流の場を充実したい  □ 祖生の魅力をもっと発

信したい □祖生「道の駅」プロジェクト 

③ 生活支援 ― 買い物・移動・見守り・子育てなど ― 

「特に気になる」「進めてほしい」と思うものに☑をつけてください。（いくつでも） 

□ 買い物・通院の支援がほしい □ 地域交通・送迎を考えてほしい □ お年寄りの見守り・声かけ

を充実したい □ ごみ出し・家事などの助け合いがあるとよい □ サロン・居場所・交流の機会を

増やしたい □ 子育て・学習・体験を地域で支えたい □ 児童・生徒が安全に移動できる仕組みが必

要 □ スクールバスと地域交通の併用を検討してほしい □ 災害・緊急時の助け合いを強くしたい 
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道を刈る、道をつなぐ - 平畑・中畑から叶木へ、市道を道普請 - 

7 月 19 日、平畑地区の中畑から叶木へ抜ける約 1.5km の市道で、草刈り・道普請に参加しました。

かつては叶木から祖生への連絡路として使われていた道ですが、近年は草木が伸び、車で通るのも難
しい状態に。それでも、437 等の道が大雨などで通れなくなった時には迂回路となり、防災や有事の
際に祖生を支える「命綱」です。今回、市の「中山間お助け活動支援事業」を活用し、集落を越えて
人の力が集まりました。汗を流したあとは、見違えるほどきれいな道に。「地域の力を持ち寄れば、
ここまでできる」と実感した一日でした。 

 

草刈り前 - 草木に 

覆われた市道 

 

草刈り後  
 車も通れる道に 

 

「牛転びの滝」へ
も到達が可能に 

 

作業に参加された皆さん 

道を刈るのは、ただ車を通すためだけでしょうか。人知れぬ山道を整え、畔を刈り、山に手を入れ
る。千年を超える暮らしの中で繰り返されてきた、土地を次へ手渡す営みでもあるように思います。
本当は枝打ちや間伐までしたいのに、そこまで手が回らないもどかしさもあります。それでもできる
ところから整える。その積重ねが、祖生の「軸」を次の世代につなぐことなのではないでしょうか。 

 

火と祈りをつなぐ「柱松」 - 祖生に息づく、長い時間の物語 - 

中村と山田の柱松では、準備、本番、後片付けに参加しました。祖生にはその他落合、

小祖生畑、地域ごとに柱松が受け継がれています。一本の柱を立て、火を上げるその姿

の奥には、何代もの人々の祈りや願い、習慣、日々の営みが折り重なっています。 

 

中村の柱松（8/15） 

 

準備作業(8/15) 

 

落合の柱松(8/23) 

 

山田の柱松(8/19) 

小祖生畑(8/25)の写真は間に合わず、今回は記載しておらず申し訳ありません。 

行事は、その時々の人々が少しずつ工夫しながらも、大切な何かを失わず長い年月を経
て今日までつないできたものです。こうした積み重ねを大切に次へ渡すことが、本来の
意味での「保守」なのかもしれません。効率や採算だけでは測れない、地域の記憶と誇
りが柱松には詰まっています。 
 

農村 RMO でいう「持続化」も、便利にすることや稼ぐことだけではなく、 

祖生の大切な「軸」を次の世代へ手渡していくことまで含むのではないでしょうか。 

伝統文化を守る方々の負担を少しでも支え、子どもたちがその意味に触れられるような

取組も、祖生農村 RMO で皆さんと一緒に考えていきたいと思います。 

 

 

 

できる範囲で、関われそうなことはありま

すか？ 

□ 話し合いへの参加 □ 草刈り・水路などの作

業 □ 見守り・声かけ □ 送迎の手伝い□ 伝統

行事・地域イベント □ 特産品・販売・企画 

□ 情報提供・広報 □ 今は難しい  

□ その他（                      ） 

RMO について、心配・疑問に思うこと

は？ 

□ 何をする組織かまだ分からない □ 一部の人

に負担が偏らないか □ 補助金終了後も続けら

れるか□ 誰が運営するのか □ 参加の仕方が分

からない    □ 特にない                               

□ その他（                    ） 

 

一番お聞きしたいこと 

祖生で「ここが心配」「これは残したい」「こんなことをやってほしい」「こんなこ

となら手伝える」など、祖生農村 RMO へのご意見・ご要望・疑問を自由にお書きくだ

さい。 

 

_______________________________________________________________________________ 

 

______________________________________________________________________________ 

 

_______________________________________________________________________________ 

 

_______________________________________________________________________________ 

 

____＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 

いただいた声は、祖生農村 RMO のビジョンづくりと今後の取組を考えるた
めに活用します。ご協力ありがとうございます。 
ご提出期限：９月９日（目安ですのでご都合に合わせて提出ください） 

ご提出方法・提出先：記入後、自治会長、祖生公民館、農村 RMO 事務局（周東総合支所農林課）へ 

ご提出ください。 

 

【祖生農村 RMO 事務局】 

祖生ふるさとづくり推進協議会 祖生農業等振興部 
部長 山中佐知子  

周東総合支所農林課農林班   nourin-ss@city.iwakuni.lg.jp  TEL 0827-84-1117 
地域おこし協力隊 坂田修作 shusaku.sakata@gmail.com  携帯 080-3443-8329 
集落支援員    甲斐真由美  
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